
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・授業スタイル「篠五授業
スタンダード」の実施

・毎学期確認し、教
員内部評価の肯定回
答９割 B B B

・どの学級も授業スタンダードに
基づき授業が行われており、教員
向け中間評価では「スタンダード
を実践している」との回答は
100％であった。

B B

・意欲的に学習に取り組む児童の
姿が多く見られた。教員向けの2
学期末評価では、「スタンダード
を実践している」との回答は
100％であった。

A

・「みんなが参加している授
業」や「できていない子が置
いていかれない授業」、「一
生懸命にグループで話し合う
児童の姿」が見られてよい。

・教員向けの2学期末評価
では「確かな学力が向上し
ている」との回答は79％
と、思考力等の学力の向上
が課題である。

・学校だよりや「江戸川っ
子study week!」等で家庭
学習習慣について啓発

・家庭学習時間（学
年×10分）の実施
率8割 B B B

・6月に1回目のstudy week!を
実施した。今年度は家庭学習での
タブレット端末の活用を保護者に
呼びかけている。

C B

・毎学期study week!を実施した
が、児童アンケートでは「家庭学
習をしている」と答えた児童は
73％だった。

B

・家庭と連携を図り、家庭学
習の習慣を身に付けさせられ
るとよい。

・一人１台端末を活用した
り個に応じた課題を出した
りして学習習慣を身に付け
させていく。

・学校図書館を利用した
「問題の発見・解決、情報
の処理、まとめ・表現す
る」調べ学習の実施

・2年生以上におい
て毎学期実施

B B B

・図書館支援員と連携して調べ学
習用の図書を用意したり、読書科
の授業を学校公開で保護者に見て
いただいたりして、充実に努め
た。

B B

・２年生以上の学年において、学
期に１回以上調べ学習を実施し
た。蔵書システムも新しくなり、
調べ学習の図書探しに生かせた。

B

・読書はいろいろな体験がで
きる。本にはタブレットには
ないよさもある。図書の時間
をきっかけに、本への興味を
もってもらいたい。

・探究的な学習について、
教員同士で学びを深めた
り、学校図書館司書に研修
を行ってもらったりする。

・なわとびチャレンジ
ウィーク年３回、持久走週
間（11～12月）、大繩週
間（１月）の実施

・児童アンケート
「休み時間、校庭で
遊びや運動ができ
た」の肯定回答９割

B A B

・6月に１回目のなわとびチャレ
ンジウィークを実施した。実施後
もすすんでなわとびに取り組む児
童の姿が見られた。

A A

・92％の児童が「すすんで運動で
きた」で回答した。縄跳びや持久
走、休み時間の外遊びの奨励等の
成果であると考える。

A

・休み時間の外遊びを大切に
することが体力の向上につな
がっていることが分かった。
今後も期待する。

・なわとびﾁｬﾚﾝｼﾞｳｨｰｸで
は、児童がめあてをもって
取り組めるように活動を工
夫していく。

・体育科の授業改善の推進 ・体育の授業に関す
る研修会年１回、研
究授業年６回の実施 B B B

・１学期に研修会１回、研究授業
２回を実施した。講師の先生の指
導のもと、授業改善に取り組んで
いるところである。

B B

・研修１回、研究授業6回を実施
した。授業改善が図られ、教員が
めあてを明確にして学習を進める
ことができた。

B

・安全に十分配慮し、児童が
楽しく取り組める学習を工夫
していってほしい。

・来年度も体育科の研究に
取り組み、ねらいに合った
活動や手立てについて考え
ていく。

・巡回指導教員を中心とし
た研修会、授業の実施

・年２回実施

B B B

・研修会を1月、授業を10月に行
う予定である。また、巡回指導時
の指導記録ファイルを用いて児童
の様子や手立てについて共通理解
を図っている。

B B

・特別支援教室についての理解を
深める学習を第3学年で、特別支
援教育に関する研修を教員向けに
実施した。

B

・特別支援に関する教育を推
進し、一人一人の学びをしっ
かり保障していってほしい。

・今後も巡回指導教員と連
携を図り、より適切な支援
を行えるようにしていく。

・特別支援教育コーディ
ネーターを2名配置し、支
援体制を整える。

・校内委員会の毎月
実施

B A B

・校内委員会を毎月実施し、児童
の様子や手立てについて共通理解
したり検討したりすることができ
た。

B A

・毎月、校内委員会を実施し、情
報を共有した。一人一人に合った
手立てについて学校全体で考える
ことができた。

B

・学校と家庭との連携を密に
して、児童の支援にあたって
ほしい。

・個に応じた支援と共に
UDLを取り入れた学習を展
開し、どの児童も分かる学
習を目指していく。

・たてわり活動、全校校外
活動などかかわり合いのあ
る活動の充実

・児童アンケート
「思いやり」「良好
な友達関係」の肯定
回答９割

B A B

・毎月１回異学年集団でのたてわ
り活動を実施している。6年生を
中心に楽しく交流する児童の姿が
見られる。

B A

・児童アンケートでは、思いやり
に関する肯定回答が95％であっ
た。高学年がよきリーダーとなっ
て活動していた。

A

・お互いを尊重する、温かい
土壌づくりができていると感
じる。今後も居場所づくりを
しっかり行ってほしい。

・学級、学年、全校とかか
わり合いが広がるよう活動
の工夫をさらに行ってい
く。

・いじめ対策基本方針に基
づいた児童の健全育成とい
じめの防止、早期発見や早
期対応の強化

・いじめに関する授
業を各学級学期１回
以上実施 B B B

・6月に各学級でいじめに関する
授業を実施した。日常の児童観察
に努め、早期発見・早期対応を実
践している。

A B

・いじめに関する授業を各学級学
期１回以上実施した。アンケート
を年間3回実施し、いじめの早期
発見に努めた。

A

・一つ一つの事案に対して丁
寧に学校全体で対応し、解決
していることが分かった。

・一人一人の児童が安心し
て学校生活を送れるように
様々な方法でいじめの早期
発見に努める。

・児童一人一人の実態に合
わせた生活指導の充実

・児童の情報共有を
生活指導夕会で週１
回実施 B B B

・毎週1回、生活指導夕会を実施
ている。職員で児童理解・指導の
共通化を図り、児童の安心・安全
に努めている。

B B

・週に一度の生活指導夕会で児童
の様子について共通理解を図った
り、課題や初期対応について研修
を行ったりした。

B

・「ほめて育てる」が機能し
ている。児童の自己肯定感を
高め、新しいことにもチャレ
ンジしていってほしい。

・課題があるときは組織的
に対応できるよう、報告・
連絡・相談をしっかり行っ
ていく。

・学校ホームページの更新 ・学校だより・学年
だより等を月１回、
「できごと」を週3
回以上更新

B B B

・毎月始めに学校だより・学年だ
より等を、週3回以上「できご
と」を更新し、教育活動の様子を
保護者や地域の方に発信すること
ができた。

B B

・ホームページの更新に努めた。
各学年の教育活動の様子をより多
く伝えることができればよかっ
た。

B

・様々な視点で、学校のこと
を知らせてほしい。

・保護者の方の知りたい情
報を収集し、より迅速に、
そして分かりやすく学校の
情報を伝えていく。
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学校教育目標
思いやりのある子
よく学びよく考える子
心も体もつよい子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

夢と勇気と笑顔にあふれる学校
学力と体力が向上する児童
正しく丁寧な言葉遣いをする　「分かる授業」を追求する　心が通う明るく温かく元気な太陽の挨拶をする　「言っ
たことは最後まで」徹底する　教職員

前年度までの本校の
現状

・学力については、子供たちが学校での学習に前向きに取り組み、自分の力を伸ばそうとする姿が
見られた。
・各学年の学習に竹林や田んぼ、畑などを使った活動を位置付け、地域や保護者の方々の協力をい
ただきながら活動を行うことができた。

・家庭学習がなかなか身に付かない点が見られるので子供たちが家庭で一人でも学習に取り組めるように一人一台端末を活用
するなど課題の出し方を工夫したり、基礎・基本の定着を図れるよう授業改善を図ったりすることが必要である。
・本校の伝統である裏庭を活用した学習を今後も大切にし、「かかわり、共育・協働のある学校づくり」を継続的に行ってい
く。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

学
力
の
向
上

・子供たちが学習を楽しんで
いる様子が見られるのは、大
変よい。基礎学力の向上を目
指して、今後も授業改善に努
めていってもらいたい。

・ゲームやスマホなどの時間
や使い方のきまりを家庭と連
携して意識させていってほし
い。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・どの子も自分らしく学べる
ように巡回指導教員と連携を
図りながら指導にあたってほ
しい。

・今後も組織的な対応に期待
している。

〇特別支援教育の推進

体
力
の
向
上

・児童が休み時間に元気よく
遊ぶ姿が見られてよい。昨年
度の体力テストの結果から、
体力がついていることが分
かった。
・児童が楽しみながら運動に
取り組めるように学習をより
充実させていってほしい。

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

〇体力向上のための取
り組みの実施・充実

・蔵書システムを活用して調
べ学習の特に情報収集に役立
ててほしい。
・区の施設をたくさん活用で
きるとよい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

・異学年での交流が充実し、
子供たち同士のかかわりが生
まれていることは大変よい。

・不登校児童がいないことは
大変すばらしいことである。
今後も子供たちに寄り添って
いってもらいたい。

・今後も一人一人の児童が楽
しく学校に来られるように児
童理解と指導に努めてほし
い。

〇豊かな心の育成

〇いじめ・不登校の未
然防止

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

・学校だよりやホームページ
から学校の様子がよく伝わっ
てくる。今後も子供たちの様
子を積極的に伝えていっても
らいたい。



・児童、保護者、教職員へ
のアンケート調査の実施
・学校評議委員会の開催

・児童年1回、保護
者年7回、教職員年
２回実施
・年3回実施

B B B

・体育発表会や学校公開で保護者
アンケートを実施した。いただい
た意見を次年度の教育活動計画に
生かすようにしている。

B B

・学校評議員の方や保護者の方か
らいただいた意見を学校で検討す
る機会を設け、次の活動に生かす
ようにした。

B

・客観的な評価は大切であ
る。結果を効果的に教育活動
に生かしてほしい。

・今年度いただいた意見を
来年度の教育活動に生か
し、よりよいものにしてい
く。

・学校公開の実施、ホーム
ページでの周知

・年４回

B B B

・6月に学校公開を実施した。今
後は、10月、11月、1月に学校
公開を実施する予定である。 B B

・年間４回の学校公開を実施し、
通常の授業だけでなく、道徳地区
公開講座などを行い、多くの方の
参観をいただいた。

B

・児童のがんばりが見られる
貴重な機会である。今後もで
きる限り参観していきたい。

・児童のがんばっている様
子がしっかり伝わるよう
に、公開内容を検討・工夫
していく。

・１～４年生は農園での野
菜作り、５年生は稲作、６
年生は筍堀りを行う。

・農園活動について
の児童、保護者の肯
定回答８割 B B B

・PTAや学校応援団の協力を得
て、順調に活動を行えている。農
園が子供たちにとってよき学びの
場となっている。

A B

・農園に関する肯定回答は、児童
85％、保護者97％であった。地
域や保護者の方の協力のもと計画
通り活動を行えた。

A

・学校のシンボルとして、今
後も大事にしていってもらい
たい。地域や保護者との協力
体制もよい。

・今年度の反省を生かして
年間指導計画を見直し、来
年度も計画的に進めてい
く。

・「静・整・動」（話を聞く・
時間を守る、掃除を大切にす
る・挨拶をする）に重点的に取
り組む。

・児童アンケート
「『静・整・動』を
意識して生活でき
た」の肯定回答８割

B B B

・7月の教員内評価では「話を聴
く」のA評価が少なかったので、
今後の課題として指導を充実させ
ていく。

B B

・「話を聴く、あいさつをする、
時間を守る」の3項目は児童の肯
定回答がそれぞれ8割を超えた。 B

・地域でも自分からあいさつ
をする児童が増えている。大
人もしっかりあいさつをして
いきたい。

・無言清掃のよさを感じら
れる活動を工夫し、掃除に
関して児童の意識が高まる
ようしていく。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○田んぼの学校、篠竹
の学校、農園のある学
校としての活動の充実

・農園は篠五小の大きな特長
なので、今後もいろいろな方
の協力を得て大切にしていっ
てもらいたい。

○規律が保たれ、すべ
ての児童が安全に安心
して過ごせる学校づく
り

・子供たちは元気なあいさつ
ができている。今後もあいさ
つを柱に子供たちの教育にあ
たっていってもらいたい。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

・学校評議委員会では、子供
たちの様子について学校と情
報交換できている。地域とし
できることを応援していく。

・学校公開では、子供たちが
落ち着いて学習に取り組む様
子が見られ、よき学びの場と
なっていることが伝わってき
た。

○学校公開の実施・充
実

〇学校関係者評価の充
実


